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新発田青少年健全育成市民会議

広報 は ば た き
第36号

年度スローガン

〜 笑顔の〝わ〟みんなで  〜〜 笑顔の〝わ〟みんなで  〜

　

次
代
を
担
う
青
少
年
が
、
心
身
と
も
に
健
や

か
に
成
長
す
る
姿
は
、
私
ど
も
す
べ
て
の
願
い

で
あ
り
、
市
民
の
み
な
さ
ま
に
は
、
日
頃
青
少

年
の
健
全
育
成
に
格
別
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力

を
賜
り
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
氾
濫
す
る
こ
の
社
会
環

境
の
中
、
子
ど
も
た
ち
は
、
何
を
見
て
、
何
を

考
え
、
何
を
思
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
例

年
、
新
発
田
青
少
年
健
全
育
成
市
民
会
議
で

は
、
7
月
に
市
民
大
会
を
開
催
し
て
お
り
、
そ

の
一
環
と
し
て
中
学
生
に
よ
る
「
わ
た
し
の
主

張
」
新
発
田
市
大
会
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
ま

す
。
中
学
生
と
い
う
年
代
は
、
感
受
性
が
と
て

も
豊
か
で
、
日
々
の
生
活
の
中
で
多
く
の
喜
び

や
悩
み
を
感
じ
な
が
ら
、
人
間
と
し
て
大
き
く

成
長
し
、
飛
躍
す
る
時
期
で
あ
り
、
各
々
の
言

葉
で
そ
の
想
い
が
発
表
さ
れ
ま
す
。
市
民
の
み

な
さ
ま
に
は
、
本
大
会
を
、
今
の
中
学
生
を
見

つ
め
直
す
き
っ
か
け
と
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
に
存
じ
ま
す
。
ま
た
、
中
学
生
の
み
な
さ
ん

に
は
、
い
ろ
ん
な
機
会
が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま

す
が
、
多
く
の
意
見
を
聴
き
、
受
け
入
れ
よ
う

と
す
る
柔
軟
な
心
を
育
む
と
と
も
に
、
心
豊
か

な
大
人
に
成
長
さ
れ
、
夢
が
成
就
さ
れ
る
よ
う

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
昨
年
同
様
『
笑
顔
の

〝
わ
〟み
ん
な
で
』で
す
。
こ
の〝
わ
〟は
輪
・
和
・

話
を
総
称
し
た
も
の
で
、
こ
の
〝
わ
〟
の
も
と

平
等
・
連
携
・
お
互
い
に
慈
し
み
合
う
・
相
互

理
解
の
も
と
、
青
少
年
と
大
人
が
一
丸
と
な
っ

て
前
向
き
な
姿
勢
で
前
進
し
ま
し
ょ
う
。「
大

人
が
変
わ
れ
ば
、
子
ど
も
も
か
わ
る
。」

　

市
民
会
議
は
、
自
治
会
は
じ
め
各
種
団
体
の

協
力
に
よ
り
、
市
民
の
み
な
さ
ま
か
ら
の
貴
重

な
会
費
、
そ
し
て
市
補
助
金
・
県
助
成
金
等
に

よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
運
営
資
金
を

市
民
み
な
さ
ま
の
心
と
し
て
有
効
に
活
用
し
て

ま
い
り
ま
す
。
今
後
も
何
卒
倍
旧
の
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
は
新
潟
県
青
少

年
健
全
育
成
県
民
会
議
も
創
立
50
周
年
を
迎
え
、

7
月
18
日
（
土
）
新
潟
テ
ル
サ
で
記
念
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
ぞ
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

新
発
田
青
少
年
健
全
育
成
市
民
会
議

　
　
会
　
長
　
　
丸
　
山
　
正
　
幸

感
銘
「
わ
た
し
の
主
張
…
「
新
発
田
市
大
会
」　

平
成
27
年
度
新
発
田
青
少
年
健
全
育
成
市
民

会
議
の
理
事
会
を
6
月
13
日
（
土
）、
豊
谷
殿

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

理
事
会
で
は
、
提
案
さ
れ
た
決
算
・
予
算
等

の
議
案
は
、全
て
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。（
詳

し
く
は
、
2
～
3
ペ
ー
ジ
を
参
照
）

　

ま
た
、
今
年
度
も
昨
年
に
引
き
続
き
、「
笑

顔
の
〝
わ
〟
み
ん
な
で
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
「
あ

す
の
新
発
田
市
を
担
う
心
身
と
も
に
健
や
か
な

青
少
年
を
育
成
す
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
、

役
員
、
関
係
団
体
、
地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
に

よ
り
各
種
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
な
お
、
今
年
度
の
役
員
名
簿
を
４

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
度  

理
事
会
開
催

理事会の様子

平成27年7月1日
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　大会には、市内の青少年育成関係者を中心に
293 名の方々から参加いただき、市内 10 中学校の
代表者による～わたしの主張～「新発田市大会」、
市民会議活動報告、猿橋小学校安兵衛太鼓部のみ
なさんによる記念アトラクション等が行われました。

　子ども・若者育成支援強調月間に合わせ、小・中
学校 PTA、各地区青少年育成協議会、関係機関
等のみなさん 247 名にご
協力いただき、市内各地
で啓発用クリアファイルを
配布し、青少年健全育成
についての理解と協力を
お願いしました。

　青少年を取り巻く社会環境の認識を深めるため、
関係機関、関係団体等から 93 名のみなさんに参加
いただき、「青少年を非
行や犯罪被害から守るた
めに」をテーマに講演や
活動報告、意見交換を
実施しました。

みなさまからご協力いただいた会費をもとに、上記の活動を行うことができました。

　市内少年団体の団員及び一般応募児童が、野外
活動を通じて心身を鍛えるとともに、他団体や他学
年との交流を深めることを
目的に、新潟県少年自然
の家（胎内市）で実施し
ました。市内の児童 108
名の参加がありました。

　にいがた製菓・調理師専門学校えぷろんの学園
長　渡辺弘子さんをお招きし、「食育を通して健全
な若者の育成」を演題に
ご講演をいただきました。
また、飴細工世界一に輝
いた卒業生より実演を披
露していただきました。

〜 26年度の活動報告 〜
≪青少年健全育成「市民大会」≫　平成 26 年 7月26日（土）

≪市民一斉パトロール≫
平成 26 年11月3日（月・祝）

≪はぐくみ環境懇談会≫
平成 26 年12 月3日（水）

≪少年団体交歓会「わくわく合宿」≫
平成 26 年11月 8日（土）、9日（日）

≪青少年健全育成講演会≫
平成 27年1月17日（土）

事業費
運営費

通信運搬費 145千円（1.8%）
負担金 3千円（0.0%）消耗品費 69千円（0.8%）

賃　金 130千円（1.6%）
活動費 463千円（5.7%）
研修費 15千円（0.2%）

支　出
8,048千円

収　入
8,329千円

活動助成費
4,850千円
（60.1%）

会　費
4,918千円
（59.0%）

委託料
1,700千円
（20.5%）

印刷製本費
672千円（8.3%）

繰越金
159千円（1.9%）助成金

180千円（2.1%）

市補助金等
3,072千円
（36.9%）

26年度決算
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と　き　７月１１日（土）１３：３０～
ところ　生涯学習センター講堂
内　容　市内中学生による～わたしの主張～「新発田市大会」
　　　　記念アトラクション「紫雲寺中学校音楽部」
　　　　活動報告「ボーイスカウト新発田第１団」
　　　　功労者表彰　

〜 27年度の活動予定 〜
月　日 事　　業 月　日 事　　業

7月　1日（水）
〜 31日（金）

「青少年の非行・被害防止全国強調月間」
青少年を取り巻く社会環境市内実態調査

11月　1日（日）
〜 30日（月） 「子ども・若者育成支援強調月間」

7月 11日（土） 青少年健全育成市民大会
〜わたしの主張〜「新発田市大会」 11月3日（火・祝） 市民一斉パトロール

7月 18日（土） 青少年健全育成県民大会 11月　7日（土）
〜　8日（日） 少年団体交歓会「わくわく合宿」

8月 19日（水） 〜わたしの主張〜三市北蒲原地区大会 11月下旬 青少年はぐくみ環境懇談会

9月 12日（土） 〜わたしの主張〜新潟県大会 1月 16日（土） 青少年健全育成講演会

10月 15日（木） 広報「はばたき」第 37号発行 3月 15日（火） 広報「はばたき」第 38号発行

事業費
運営費

通信運搬費 150千円（1.8%）
負担金 3千円（0.0%）
予備費 67千円（0.8%）消耗品費 74千円（0.8%）

旅　費 20千円（0.2%）
賃　金 130千円（1.5%）
活動費 550千円（6.5%）
研修費 30千円（0.3%） 支　出

8,434千円
収　入

8,434千円
活動助成費
4,900千円
（58.0%）

会　費
4,900千円
（58.0%）

委託料
1,700千円
（20.1%）

印刷製本費
810千円（9.6%）

繰越金
281千円（3.3%）助成金

180千円（2.1%）

市補助金等
3,072千円
（36.4%）

27年度予算

上記事業のほか、助成金を利用して市内各地区の育成協議会組織及び少年団体で
特色ある青少年健全育成活動を予定しています。

青少年健全育成市民大会
～わたしの主張～「新発田市大会」

中学生の今だから
伝えたい想いがある！

皆様お誘いあわせのうえ、ご来場ください
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発　

行　

新
発
田
青
少
年
健
全
育
成
市
民
会
議

事
務
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新
発
田
市
青
少
年
健
全
育
成
セ
ン
タ
ー

住　

所　

新
発
田
市
緑
町
二
丁
目
六
番
三
十
六
号

電　

話　
（
〇
二
五
四
）
二
六

−

〇
八
九
七

　
　

編
集
委
員

�

猿
子　

洋
司　
　

前
田　
　

清

　
　

�

渡
辺　

富
子　
　

金
田　
　

緑

　
　

�

荒
川
真
里
子　
　
　
　
　
　
　

　

月
日
が
経
つ
の
も
早
い
も
の
で
1

学
期
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

新
入
生
の
子
ど
も
た
ち
も
皆
元
気
な

声
で
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
の

あ
い
さ
つ
の
交
換
や
、
信
号
待
ち
の

わ
ず
か
な
時
間
で
、「
お
花
が
き
れ

い
だ
ね
」、「
朝
ご
は
ん
し
っ
か
り
食

べ
て
き
た
？
」
等
々
の
会
話
を
し
な

が
ら
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て

お
り
ま
す
。
自
分
の
健
康
の
た
め
に

と
も
思
い
始
め
ま
し
た
が
、
子
ど
も

た
ち
か
ら
い
つ
も
元
気
を
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
あ
り
が
た
い
で
す
。

　

今
年
度
の
市
民
会
議
は
、
昨
年
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
「
笑
顔
の
〝
わ
〟
み
ん

な
で
」
を
引
き
続
き
掲
げ
、
活
動
し

て
い
き
ま
す
。
今
年
度
も
市
民
の
み

な
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。（

編
集
委
員
長
　
猿
子
洋
司
）

あ
と
が
き

新発田青少年健全育成市民会議　役員名簿
任期：平成 26 年 6 月 7 日～２年後の理事会開催日まで

注）役員名は、理事会開催時点の名簿であり、その後役職の異動等により変更されている場合があります。

氏　　名 選出区分（専門委員会等役職）
会　長

丸 山　正 幸
副会長

高 橋　大 作
大川原さとみ
比 企　広 正
細 野　明 夫

参　与
臼 井　茂 夫

常任理事
樋 口　秀 幸 スポーツ少年団
熊 倉 三喜男 ボーイスカウト新発田第１団（少年団体活動推進委員会委員長）

遠 山　明 美 猿橋中学校区すこやかな子どもを育てる会
皆 川　美 枝 豊浦地区青少年健全育成協議会
須 藤 熊太郎 加治川地区青少年健全育成協議会（地域活動推進委員会委員長）

澤 村　陽 一 少年補導委員会（社会環境推進委員会委員長）

谷 川　行 男 新発田阿賀北地区保護司会
相 馬　義 雄 自治会連合会　　　　　　　　　
猿 子　洋 司 民生委員・児童委員連合会（編集委員会委員長）

若 月　　 学 学識経験者
藤 間　　 殖 学識経験者

理　事
桐 生　正 栄 子ども会連合会
青 山　武 夫 健民少年団
宮 崎　光 衛 新発田地区緑の少年団育成会
中 村　　 明 御免町小・一中校区青少年健全育成会議
松 川　康 男 猿橋小学校区青少年健全育成協議会
酒 井 　　格 二葉地区青少年育成協議会
見 藤 日出夫 住吉小学校区青少年育成協議会
石 井　幸 彦 東豊学区青少年育成協議会
出 戸　良 和 外ケ輪小学校区青少年育成連絡会
水 野　善 栄 本丸中学校区明るい子供を育てる会
木 川　正 直 第一中学校区「未来を築く子どもを育てる会」
上 杉　雅 樹 東中学校区すこやかな子どもを育てる会
津 村 　　賢 東中学校区すこやかな子どもを育てる会

氏　　名 選出区分（専門委員会等役職）
理　事

菅　　 亮 栄 川東地区自治連合会育成部
松川原　  猛 川東地区自治連合会育成部
渋 谷　幸 宏 七葉中学校区すこやか育成会
太 田　一 枝 七葉中学校区すこやか育成会
前 田　　 守 さわやか佐々木っ子育成会
石 井　　 敏 さわやか佐々木っ子育成会
渡 邉　信 明 豊浦地区青少年健全育成協議会
新井田　  明 紫雲寺地区青少年健全育成協議会
船 山　孝 紀 加治川地区青少年健全育成協議会
安 達　勝 間 新発田地区少年補導員等連絡会
齋 藤　光 夫 防犯組合
石 橋　 　一 新発田児童相談所
佐 藤　克 実 新発田警察署
片 桐　　 隆 自治会連合会
古 山　忠 夫 自治会連合会
小 沼　一 久 小中学校 PTA 連合会
櫻 井　賢 七 新発田地区交通安全協会
内 藤　 　薫 小学校長会
土 屋　和 也 中学校長会
志 田　重 道 高等学校長会
江 畑 由美子 市立保育園長会
服 部　美 穂 私立保育園長会
加 藤　直 美 市立幼稚園長会
斎 藤　孝 正 私立幼稚園協議会
近 　   弘 子 住吉小学校区母親クラブ
美 遠 まゆみ 加治川地区子育てクラブ
渡 辺　富 子 学識経験者
金 田　　 緑 学識経験者
荒 川 真里子 学識経験者
前 田　　 清 学識経験者

監　事
小 出　隆 一
南 雲　悦 子

は、新任者


